
●横浜はいま

防
災

災
害
を
大
き
く
し
た
原
因
の
一
つ
は
、
こ
の
よ
う

な
水
害
が
発
生
し
や
す
い
都
市
構
造
で
あ
る
と
も

い
え
る
。

■
総
合
治
水
対
策
を
推
進

■
水
害
に
弱
い
横
浜

　
昭
和
五
七
年
九
月
の
台
風
一
八
号
で
は
一
時
間

の
最
大
降
雨
量
は
六
九
㎜
を
記
録
し
た
。
こ
の
た

め
、
鶴
見
川
を
は
じ
め
市
内
の
多
数
の
河
川
が
は

ん
濫
、
い
っ
水
し
、
死
者
一
名
、
家
屋
の
全
半
壊

五
三
棟
、
床
上
浸
水
二
〇
〇
五
棟
、
ガ
ケ
崩
れ
三

〇
六
か
所
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　
横
浜
は
大
小
の
台
地
や
丘
陵
が
多
く
、
そ
の
す

そ
に
は
多
く
の
危
険
な
ガ
ケ
が
存
在
す
る
。
地
質

の
う
え
か
ら
も
関
東
ロ
ー
ム
層
と
い
わ
れ
る
軟
弱

な
地
盤
が
市
域
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

三
〇
年
代
以
降
の
急
激
な
宅
地
開
発
の
進
行
に
よ

っ
て
、
雨
水
が
一
時
に
、
短
か
い
時
間
で
河
川
へ

流
れ
込
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
台
風
一
八
号
の

　
横
浜
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
水
害
を
防
止
す
る

た
め
に
河
川
改
修
、
下
水
道
整
備
、
ガ
ケ
の
整
備

な
ど
の
施
策
を
進
め
て
い
る
。

　
市
内
に
は
建
設
大
臣
・
県
知
事
が
管
理
す
る
一
、

二
級
河
川
と
市
長
が
管
理
す
る
準
用
河
川
を
あ
わ

せ
て
五
七
河
川
（
総
延
長
二
〇
八
㎞
）
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
河
川
で
は
、
時
間
降
雨
量
七
〇
～
八
〇

㎜
の
降
雨
に
耐
え
ら
れ
る
改
修
計
画
を
最
終
目
標

と
し
て
定
め
、
現
在
は
段
階
的
な
過
程
と
し
て
、

時
間
五
〇
㎜
以
下
の
降
雨
で
は
被
害
が
発
生
し
な

い
よ
う
改
修
を
進
め
て
い
る
（
表
｜
１
）
。

　
ま
た
、
河
川
改
修
を
補
い
、
浸
水
被
害
の
解
消

を
図
る
た
め
、
流
域
に
お
い
て
も
雨
水
を
貯
留
し
、

河
川
へ
の
雨
水
流
出
量
の
抑
制
を
行
う
、
い
わ
ゆ

る
総
合
治
水
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
低
地
な
ど
で
河
川
に
は
け
き
れ
な
い
雨
水
に
よ

る
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
た
め
に
、
下
水
道
と
ポ

ン
プ
場
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
五
四
年
以
降
建

設
さ
れ
た
金
沢
下
水
処
理
場
、
戸
塚
、
金
沢
、
笠

間
の
ポ
ン
プ
場
を
は
じ
め
と
し
、
現
在
九
下
水
処

理
場
、
一
五
ポ
ン
プ
場
が
稼
動
し
て
い
る
。

　
ガ
ケ
崩
れ
に
つ
い
て
は
「
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に

よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、

一
八
八
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て

指
定
し
、
こ
の
う
ち
一
〇
一
区
域
に
つ
い
て
ガ
ケ

崩
れ
防
止
の
た
め
の
工
事
を
施
行
し
て
い
る
。

■
地
震
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
昭
和
五
八
年
は
神
奈
川
県
下
に
空
前
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
関
東
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
〇
年

目
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期
に
南
関
東
大
地
震
や
駿

河
湾
を
震
源
と
す
る
東
海
地
震
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　
横
浜
を
震
度
六
～
七
の
地
震
が
襲
っ
た
場
合
、

最
悪
の
条
件
で
は
九
万
二
六
五
〇
戸
が
倒
壊
し
、

火
災
な
ど
に
よ
り
一
一
五
万
七
四
〇
〇
人
が
り
災

す
る
か
も
知
れ
な
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

電
力
、
水
道
、
ガ
ス
、
下
水
道
、
道
路
、
電
話
、

鉄
道
な
ど
の
生
活
関
連
施
設
に
つ
い
て
も
相
当
の

被
害
が
発
生
し
、
復
旧
に
は
か
な
り
の
日
数
を
要

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
横
浜
市
で
は
こ
の
よ
う
な
被
害
想
定
の
下
に
災

害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
計
画
な
ど
を
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表－１　河川改修計画進ちょく状況

■
災
害
時
の
避
難
と
備
蓄

策
定
し
て
い
る
。

　
災
害
の
予
防
の
た
め
に
は
、
市
街
地
再
開
発
事

業
な
ど
の
推
進
に
よ
り
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を

図
る
と
と
も
に
、
建
築
基
準
法
に
よ
る
耐
震
基
準

の
強
化
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
・
公
共
建
築
物
な
ど

の
耐
震
補
強
、
都
市
の
耐
火
性
を
高
め
延
焼
防
止

線
の
形
成
を
図
る
た
め
の
防
火
地
域
・
準
防
火
地

域
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
初
期
消

火
の
徹
底
を
図
る
た
め
の
各
家
庭
へ
の
消
火
器
の

あ
っ
せ
ん
（
五
七
年
末
現
在
五
四
万
世
帯
）
、
町
の

防
災
組
織
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の

防
災
体
制
を
強
化
し
て
き
た
。

　
大
地
震
に
よ
る
二
次
的
な
災
害
と
し
て
の
火
災

が
拡
大
し
危
険
な
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
市

民
が
安
全
に
避
難
で
き
る
広
域
避
難
場
所
な
ど
が

不
可
欠
で
あ
る
。
市
で
は
九
四
か
所
を
広
域
避
難

場
所
と
し
て
指
定
（
図
－
１
）
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
重
要
拠
点
に
は
耐
震
性
の
鋼
板
貯
水
そ

う
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

図一１　広域避難場所　昭和58年１月１日現在

　
災
害
に
対
す
る
備
え
は
、
本
来
市
民
一
人
ひ
と

り
が
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、

市
で
は
各
家
庭
に
対
し
水
・
食
糧
な
ど
の
備
蓄
、

避
難
路
の
確
認
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
市
と

し
て
も
被
災
者
の
救
援
用
と
し
て
乾
パ
ン
、
毛
布
、

水
か
ん
詰
、
医
薬
品
な
ど
の
応
急
物
資
を
区
役
所
、

消
防
署
を
中
心
に
備
蓄
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
岸

根
公
園
、
入
船
公
園
、
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

に
も
備
蓄
庫
を
設
置
し
、
災
害
対
策
物
資
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。
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